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はじめに
フレーベル（Friedrich Wilhelm August Fro?bel,
1782-1852）は、スイスでの活動を終え、1836年 5月
24日にスイスのブルクドルフを去り、ドイツのカイ
ルハウに帰った。彼は、1837年 1月 16日、カイルハ
ウからバート・ブランケンブルクに移住した。バー
ト・ブランケンブルク移住後の、1837年 3月に、フ
レーベルは「自動教授施設」を設立したが、この施
設は、1837年 8月以降、「幼児期と青少年期の作業衝
動を育むための施設（Anstalt zur Pflege des Be-
scha?ftigungstriebes fu?r Kindheit und Jugend）」と称
された。この施設は、遊具の考案と普及のための施
設であった。
フレーベルは、1839年 6月、保育者養成施設とし
て、「幼児教育指導者講習科」を設立した。そこの講
習生のために、フレーベルはバート・ブランケンブ
ルクの 6歳以下の幼児を集めて実習を行なった。彼
は、この保育施設を、「遊びと作業の施設（Spiel-und
 
Bescha?ftigungsanstalt）」と名づけた。1840年 5月 1日
から彼は、「遊びと作業の施設」を「キンダーガルテ
ン」と呼んだ。
フレーベルは、1840年 6月 28日、グーテンベルク
の印刷術発明 400周年記念日に、バート・ブランケ
ンブルクの三施設から成り立つ幼児教育のための一
大総合施設を「一般ドイツ幼稚園（Der Allgemeine
 
Deutsche Kindergarten）」と称し、これを「ドイツの
婦人たちおよび女子青年たちによる教育事業実施の
ための組合」の株式事業として経営することを決意
し、その創立式を挙行した??。
やがて、フレーベルの幼稚園はドイツ各地で設立
されることになる。しかし、理不尽にも 1851年 8月
7日、プロイセン政府は、「幼稚園禁止令」を告示し
た。フレーベルは、禁止令の撤回を強く求めたが、
実現されず、失意の中、1852年 6月 21日、マリーエ
ンタールで死去した。マーレンホルツ＝ビューロー
夫人（Bertha von Marenholtz-Bu?low,1810-1893）や
ディースターヴェーク（Friedrich Adolph Wilhelm
 
Diesterweg,1790-1866）の尽力もあり、1860年 3月
10日、プロイセン政府は幼稚園禁止令を廃止した。
フレーベルの死後、ドイツのフレーベル運動は、
フレーベルの教育原理に基づく幼稚園、つまりフ
レーベル主義幼稚園の理論的および実際的拡大を中
心に、ほぼ 19世紀後半において繰り広げられる。そ
してマーレンホルツ＝ビューロー夫人は、フレーベ
ルの幼稚園教育学に関する体系を、講演と展示に
よって、他の西ヨーロッパ諸国に紹介した??。とりわ
け、イギリスでは、強力なフレーベル運動が起こり、
フレーベル主義幼稚園が次々と普及した。そこで本
稿では、フレーベル主義幼稚園の展開の経緯を、ド
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イツ、イギリス、アメリカ、そしてわが国での展開
において考察する。
１．ドイツにおけるフレーベル主義幼稚園の
発展
1850年代には、プロイセンの幼稚園禁止令などの
反動的な文教政策の下で、フレーベル主義幼稚園運
動は停滞した。1858年、王弟ヴィルヘルムが摂政の
位に就き、彼の下にアウエルスヴァルトを首班とす
る自由主義内閣が成立した時、暗い反動の時代は終
わりを告げ、自由主義的な「新時代」が始まった??。
ベルリンにおいては、すでに 1857年、「フレーベ
ル教育理論促進協会」が設立されていた。この団体
は、幼稚園禁止令が出されていたため、幼稚園の設
立を目的とするものではなく、正統なフレーベルの
理論の継承と普及、並びにフレーベル主義的遊びの
指導者の養成に尽力した。1860年、幼稚園禁止令の
廃止とともに、この団体は解散し、新たにマーレン
ホルツ＝ビューロー夫人を名誉会長として、「ベルリ
ン・フレーベル主義幼稚園促進婦人協会」に発展し
た。この協会は、翌年すでに 4つの幼稚園と 1つの
幼稚園女教員養成所を設立・経営し、1864年には 272
人の会員を有するにまでに成長した??。
また、1863年の春には、ベルリンに、ディースター
ヴェークらによって支援されたマーレンホルツ＝
ビューロー夫人によって、「家庭教育および民衆教育
協会」が設立された。この協会は、フレーベルの思
想による教育の全般的な改革を究極の目標とした
が、差し当たり、（1）幼稚園の設立、（2）幼稚園女
教員養成所の設立、（3）無料の子守女養成学校の設
立、（4）託児所の民衆幼稚園への改造、（5）フレー
ベル的方法によって指導される男女児のための遊び
場の設置、（6）フレーベル的学童園の設置、（7）フ
レーベル的方法の女子学校への導入、（8）児童書の
改善に、その努力を集中した??。この協会の会員数
は、翌年早くも 410人に達した。
この協会が設立または支援した幼稚園は、当初、
「私的幼稚園」と「地区幼稚園」とであった??。前者
は、有産階級の幼児を対象にし、午前 9－12時の 3
時間保育をした。後者は、その地区の全幼児を対象
にした。有産階級は授業料を負担させられたが、貧
民階級の幼児のためには無料席が設けられた。
この地区幼稚園の中で、特異な存在は「フィヒテ
幼稚園」であった??。これは、1862年 5月 19日、フィ
ヒテ生誕 100年祭を記念して設立された上流階級の
子弟のための幼稚園であったが、やがて地区幼稚園
に改組された。さらに 1865年 5月 1日、主として労
働者階級の幼児を対象とする、月謝をわずかしか徴
収しないか、また無月謝席を用意する「民衆幼稚園」
に改められた。これが、ドイツにおける最初の民衆
幼稚園である。ここでの幼稚園教育が、お祈りをもっ
て始まり、お祈りをもって終わるという定式が成立
していること、また教育内容が、「教授」という言葉
で表現されていることから、フレーベルの幼稚園の
変質あるいは堕落であるとの指摘がある??。
1874年、ベルリンのこれら二つの団体は合併し、
「ベルリン・フレーベル協会」を結成し、さらに強
力な幼稚園運動とフレーベル運動へ進んだ。ライプ
チヒには、フレーベル主義幼稚園運動の中心人物と
して、ゴールドシュミット（Henriette Goldschmidt,
1825-1920）女史がいた。彼女は、1871年、「ライプ
チヒ家庭教育および民衆教育協会」を結成した。こ
の協会は、発足当初すでに 150人の会員を数え、翌
年には民衆幼稚園とライプチヒ幼稚園女教員養成所
を設立した??。
チューリンゲン地方においては、すでに 1859年、
A・ケーラー、F・ザイデルおよび F・シュミットを
中心とする一団の教師たちが、フレーベルの教育理
論を研究する「ゴータ・フレーベルの友」と称する
会を作った。彼らは、翌年、1943年まで中断するこ
となく続いた「幼稚園」と題する雑誌を発行した。
この会は、やがて 1872年には「全フレーベル協会」
と改称し、この協会は、幼稚園や幼稚園女教員養成
所を設立するとともに、この協会に参加した多数の
教師たちの助力を得て、初等学校に幼稚園の方法を
導入し、幼稚園教育と初等学校教育の連続性の保証
のために尽力した。この協会は、1873年に、ドイツ
各地のフレーベル運動の組織を結集し、「全ドイツ・
フレーベル連合」に発展した???。
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ドレスデンにおいては、B・マルカルトを中心に、
フレーベル主義幼稚園運動が行なわれていた。マー
レンホルツ＝ビューロー夫人が 1870年この都市に
移住してから、彼女を中心に、1871年 5月「全教育
協会」が結成された???。それは、マーレンホルツ＝
ビューロー夫人の長年の夢である、フレーベルの教
育原理による教育全般の改革、すなわち「新教育」
の創造を実現するための組織であった。
この協会は、「フレーベル学院」をドレスデンに設
置し、幼稚園女教員の養成と女子の継続教育を行
なった???。この学院は、授業料を低く抑えるととも
に、給費制度や無料席制度を導入し、無産階級の女
子に門戸を開くことに努力した。また、ドレスデン
支部協会が設けた乳児託児所、家庭連合幼稚園およ
び民衆幼稚園が、この学院の実習施設として利用さ
れた。さらに、この協会は第一回集会において、す
でに 1861年マーレンホルツ＝ビューロー夫人らに
よって創刊されていた「現代の教育」を機関誌とし
て発行することを決定した。
マーレンホルツ＝ビューロー夫人の幼稚園思想
は、「正統的なフレーベル主義幼稚園の思想と実践」
を形成した。彼女の幼稚園思想において注目すべき
ものは、次のことである???。
第一に、彼女はフレーベルの方法による「教育の
全面的改革」―― ?新教育」の創造を志した。この
ような彼女の新教育運動は、20世紀への転回期にド
イツにおいて反ヘルバルト主義の立場から始められ
た新教育運動、すなわち改革教育学の運動の原点を
なすものであったと見られた。
第二に、彼女は民衆幼稚園を提唱し、家庭連合幼
稚園、市民幼稚園および民衆幼稚園という幼稚園の
階級的複線化を提案し、かつ公認した。
第三に、彼女は宗教・道徳教育を重視した。また、
彼女は遊び、作業および労働の道徳化の働きを強調
した。
第四に、彼女はすべての女性に「母親の科学」を
教えることを強調した。また彼女は、婦人の解放、
真の男女平等は女性のこのような教育による教養水
準の向上を通じて実現されると考えた。
シュラーダー＝ブ ラ イ マ ン 夫 人（Henriette
 
Schrader-Breymann,1827-1899）は、フレーベルの姪
娘であり、1848年から 1849年にかけて彼の指導を
受けた???。1851年、彼女は自由組合教会派によって
シュヴァインフルトに設立された幼稚園および無宗
派学校の指導を引き受けたが、やがてこれらの教育
施設はプロイセンの幼稚園禁止令によって閉鎖され
た。彼女は、1854年ブラウンシュヴァイヒ公国の
ヴォルフェンビュッテルの近くのヴァトツームの父
の牧師館に女子学校を設立した。1860年にはスイス
を訪れ、マーレンホルツ＝ビューロー夫人と協力し
て、フレーベルの教育原理の普及および幼稚園の設
立のために尽力した。
1872年、彼女は鉄道管理局長カール・シュラー
ダーと結婚し、ベルリンに移住し、マーレンホルツ＝
ビューロー夫人の後を受けて、ベルリンにおけるフ
レーベル運動の中心人物になった???。彼女は、まず、
貧民・労働者の子弟を対象とする民衆幼稚園を設立
し、やがてこの幼稚園の財政的支援のために「ベル
リン民衆教育協会」を結成し、続いて媒介学級、労
作学校、初等学級、幼稚園女教員養成所を付設し、
1878年、これらの教育施設を「ペスタロッチー＝フ
レーベルの家」と総称した。それは、ペスタロッチー
とフレーベルの教育思想および教育実践の融合によ
る、ベルリンの貧民および労働者の子女のための一
大総合学園であり、その後のドイツの幼児教育のあ
り方に大きな影響を及ぼした。
19世紀後半のフレーベル主義幼稚園運動におい
て注目すべきことは、民衆幼稚園の出現とその発展
である???。それは、フレーベル主義幼稚園の階級的
複線化を作り出しつつ、幼稚園の児童福祉施設的性
格を強めた。しかし他方、全ドイツ・フレーベル連
合などに見られるように、フレーベル主義幼稚園を
明瞭に教育施設として定義し、学校制度の中に位置
づけようとする努力も強かった。
やがて 20世紀に入ると、フレーベルの恩物体系
は、幼稚園から姿を消し始めた。「フレベル主義幼稚
園」という言葉も使われなくなり、「モンテッソーリ
幼稚園」なるものが出現する状況となった???。
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２．イギリスにおけるフレーベル主義幼稚園
の導入
イギリスにフレーベル主義幼稚園を最初に紹介し
たのは、1851年にドイツから亡命した政治家ヨハネ
ス・ロンゲ（Johannes Ronge,1813-1875）とその夫
人ベルタ（Bertha）である???。ロンゲは、1848年フ
ランスの 2月革命の後、ドイツに成立したフランク
フルト連邦議会の議員に選ばれた人である。その連
邦議会も反革命勢力の反撃によって崩壊し、ロンゲ
は反革命派の迫害にさらされることになり、イギリ
スに亡命するに至った。ベルタは、夫ロンゲの人道
主義的な宗教改革思想の理解者であるとともに、フ
レーベルから直接指導を受けたフレーベル主義者で
あった。彼女は、フレーベルの幼稚園の普及のため
に、数人の友人にフレーベルによる直接の指導を受
けさせ、その仲間とドイツ各地で幼稚園の設立の運
動をしていた。
ロンゲ夫妻は、イギリスに渡り、ロンドンのタヴィ
ストックの住居に落ち着いた。ロンゲは自らの思想
信条を「人道教」と呼んだ。夫妻は、いわゆる新宗
教を説きながら、住居で幼稚園を開いた。初めの内
は、この幼稚園はロンドン在住のドイツ人子弟を対
象としたドイツ語幼稚園であった。このドイツ語幼
稚園は、ドイツ語を教育用語としたが、1854年から
イギリス人の子どもも一緒に入園することになり、
用語の方はこの時から英語に切り替えられた???。
ロンゲ夫妻の幼稚園が英語幼稚園となり、イギリ
ス人の間にフレーベル主義を広める中心的な役割を
担うと自覚されるようになったのは、1854年にロン
ドンの聖マーチン寺院のホールを会場として、技芸
協会主催の教育博覧会が開かれ、それに出陳するた
めにドイツから、マーレンホルツ＝ビューロー夫人
が渡英したのが、きっかけとなったと推測されてい
る???。マーレンホルツ＝ビューロー夫人は、この博
覧会にフレーベルの恩物を出陳し、夫人と同行した
フレーベルの弟子でハンブルクの保母養成所長のホ
フマンがその実演と解説に当たった。そしてロンゲ
夫妻もこの機会にタヴィストックの彼らの幼稚園を
イギリス人に公開し、また技芸協会の求めに応じて、
ロンゲ夫人が会場で観覧者に講演をした。
マーレンホルツ＝ビューロー夫人は間もなくイギ
リスを去ったが、ホフマンはなお滞在して、フレー
ベル主義による保母養成に力を注いだ。ロンゲ夫妻
もこの頃から保母養成を始めた。ロンゲの幼稚園に
は参観者が押しかけた。そこでそのような反響と要
望に応えて、ロンゲ夫妻は『英語キンダーガルテン
の手引』を作ることを思い立ち、それを 1855年に出
版した???。この本は、まさにイギリスにおけるフ
レーベル主義運動の最初の文献である。
タヴィストックの幼稚園は、当初 7歳以下の子ど
もしか預からなかったから、やがて年長児のための
初等学校が併設されることになった。親たちの希望
によってその設立委員会が作られ、1855年 4月か
ら、アソシエーション・スクールと呼んで開校され
た。初めはわずか 4人の児童だけであったが、1年の
内に 60人に近い児童が集まった。ロンゲは、この幼
稚園とアソシエーション・スクールとを合わせて、
「人道学校」と呼んだ???。
この年長の児童向け施設、つまり初等学校は、初
等教育そのものを幼稚園の延長線上に置こうとする
試みであった???。何よりもまず当時の初等学校に見
られる訓育や授業の堅苦しさ、カリキュラムの形式
性を打破し、子どもの創造性や空想性、そして個性
を大切にした。またロンゲは、この幼稚園と学校の
運営についてフレーベルの考えに従って、父母と教
師の参加を求め、一種の PTA組織に、学校運営の計
画と実際を委ねた。
1857年にはマンチェスターに、バートン嬢によっ
て幼稚園が開かれた。彼女はロンゲ夫人の下で訓練
を受けた弟子である。このバートン嬢の誘いに応じ
てロンゲ夫妻はこの年マンチェスターを訪れ、そこ
でキンダーガルテンに関して講演を行ない、その結
果マンチェスターに「キンダーガルテン法普及のた
めのマンチェスター委員会」が設立された???。ロン
ゲ夫人もその町に保母養成の施設を作った。
一方ホフマンは、一旦ドイツに帰ったが、同じ
1857年にイギリスの幼児教育推進の中心的な組織
である「本国及び植民地幼児学校協会」に招かれ再
び渡英し、その協会の幼児学校教師養成施設で講演
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を行なった???。このことは、イギリス伝統の幼児学
校にもフレーベル主義が浸透し始めたことを物語っ
ている。
フレーベル主義の幼稚園がイギリスに紹介され、
導入された頃、イギリスの幼児教育施設として一般
化していたのは、ウィルダースピン（Samel Wilder-
spin, 1791-1866）を創始者とする幼児学校（infant
 
school）であった。イギリスにおける最初の幼児教育
施設とされるオーエン（Robert Owen,1771-1858）
によってニューウラナークに創設された幼児学校
が、そこの工場労働者の幼児たちを対象とするもの
であったように、ウィルダースピンの幼児学校も、
発達する資本主義社会における工場労働者の幼児を
対象とするものであり、一方では貧困階級の幼少年
の道徳的退廃、不良化を防止するための施設である
とともに、他方では婦人労働者のかかえている幼児
を対象とする託児所的機能を果たすものであった。
したがって幼児学校の日課は、概ね 9時に始まり、
4時頃終わるという、長時間保育を行なっていた???。
これに反してロンゲ夫婦がロンドンで始め、そし
てイギリス人の間に次第に広がっていった幼稚園
は、園での日課は午前中に終わり、午後は自宅の母
親の下で、午前中に園でやった遊びや「仕事」を継
続して発展させることを目標としていた???。それは
有識・富裕階級の子女を収容した。
こうしてイギリスでは、フレーベル幼稚園の導入
後においては、幼児教育施設は在来の、労働者階級
や救貧法の対象である極貧層の子女を対象とする幼
児学校と、中・上層の子女を対象とする幼稚園とが
並立することとなった???。
ロンゲ夫妻は、1858年に『手引』の第二版を出し
て、フレーベル主義の普及に努めたが、それから数
年後の 1861年、ロンドンを引き上げてドイツに帰っ
てしまった???。その後イギリスの教育政策との関係
もあり、幼稚園運動は停滞する。
イギリスでは、1870年 8月に、1870年法と呼ばれ
る「初等教育法」が制定されて、イギリスの初等教
育の制度は新しい時代に入った???。この初等教育法
は就学前教育のことには、直接触れていないが、し
かしその反宗派主義的、自由主義的な教育理念は、
幼児教育界にも反映することになった。70年代に
入って、フレーベル主義が停滞から脱して、再び注
目され、フレーベル主義の出版物がおびただしい数
出ている。
1873年には、「マンチェスター・フレーベル協会」
が結成された。1874年には、「ロンドン・フレーベル
協会」が、ドイツから来ていたヘールヴァルト嬢、
ミカエリス夫人などを中心メンバーとして設立さ
れ、翌 75年になって協会は「キンダーガルテン方式
促進のためのフレーベル協会」という名称を用いる
ことを決め、この協会が公認する加盟キンダーガル
テンの普及と、そのための教師養成に努力すること
になった???。この二つのフレーベル協会の活動に
よって、各地に幼稚園が開設され、保母養成機関も
設けられて、幼稚園運動は急速に進展を見せるよう
になる。
しかし、キンダーガルテンという名称を校名に使
いながら、その実キンダーガルテンのことをほとん
ど理解していない幼児教育施設が多数出現するとい
うこともあって、キンダーガルテンの権威を保つた
めにも、協会公認制と養成制度、教員資格制度、そ
のための資格試験制度を設ける必要があった。フ
レーベル協会の努力は、徐々に実っていった。ロン
ドン市の学校委員会は、1896年に至って幼児学校の
助教は、今後俸給昇給を受けるためにはキンダーガ
ルテン教師資格証明を持っていなければならないこ
とと定めた???。こうして、フレーベル主義の教育は、
教員資格試験制度に必須の内容として取り入れられ
た。そこまでに至る前に協会自身による、協会内で
の資格試験制度はすでに全国的なものとして整備さ
れていた。そこでそれらを横に連合した連合資格試
験制定が考えられるようになった。
マンチェスターのフレーベル協会がロンドンの協
会に呼びかけ、ロンドンの協会がこれに応えた。そ
の結果、1887年に準備委員会が生まれ、88年に最初
の合同資格試験が実施された。こうして拡大された
連合資格試験委員会は、やがて全国フレーベル連合
と呼ばれることになった???。
ところで、1871年にマンチェスターに開園したサ
ルフォード保育所が、イギリス最初の無償幼稚園で
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あるとされる。無償幼稚園は、19世紀末の時代背景
の中で、篤志家たちの寄付、フレーベル主義者たち
の献身的な努力によって都市のスラムの子どもたち
の生命保障の一手段として設置された。無償幼稚園
の設立が活発になるのは、20世紀になってからであ
る。1919年の保育学校規定で保育学校に補助金が交
付されるに及んで、無償幼稚園は名称を保育学校に
変更した???。それは、これまで上流および中産階級
を対象にしたフレーベル主義幼稚園運動が、直接、
貧民・労働者の幼児を対象にする保育運動に発展し
たことを物語る。それは、幼児学校の幼稚園化＝近
代化の努力とともに、イギリスにおけるフレーベル
主義幼稚園運動の拡大発展であった???。イギリスで
は、1918年教育法、いわゆるフィッシャー教育法が、
保育学校の施設を国民学校制度の一部として認可し
たといわれる???。
さて、1890年代になると、アメリカの児童研究運
動が契機となり、デューイ（John Dewey,1859-1952）
らによるフレーベル批判、とりわけ恩物批判がイギ
リスにもたらされた。20世紀になると、幼児教育の
主要関心は、マクミラン姉妹の活動に代表されるよ
うに、保育学校段階の年齢の子どもの保育に移って
いく???。またこの時期、モンテッソーリの幼児教育
思想や教具もイギリスに紹介され、一つのブームを
作った。
イギリスにおけるフレーベル運動の意義は、幼児
教育の重要性について一般の関心を呼び起こした
点、教員養成施設の開設、教員資格試験の実施、資
格付与などによる教員養成と教員の質向上に貢献し
た点などが挙げられる???。
３．アメリカにおける幼稚園の発展
フレーベル主義幼稚園のアメリカへの紹介は、
バーナード（Henry Barnard,1811-1900）によるもの
であった。当時コネティカット州教育長であった
バーナードは、1854年、ロンドンで開かれた教育博
覧会を参観し、そこで展示されていたフレーベルの
恩物に興味を引かれ、幼稚園に深い関心を持った。
この参観について、彼は帰国後直ちにコネティカッ
ト州知事宛に報告書を提出し、1856年には『アメリ
カ教育誌』に「フレーベルの幼稚園の体系」と題す
る一文を載せた???。これは、アメリカにおける幼稚
園に関する最初の論文である。
アメリカにおける最初の幼稚園は、1855年にウィ
スコンシン州ウォータータウンにおいて、ドイツ婦
人シュルツ（Margarethe Meyer Schurz,1832-1876）
によって、彼女の私宅に開設された。1858年には、
オハイオ州コロンバスにおいて、ドイツでフレーベ
ルに直接指導を受けたフランケンバーグ（Caroline
 
Louise Frankenberg）によって、アメリカ第二の幼
稚園が開設された。どちらもドイツ語幼稚園であっ
た。
アメリカにおける幼稚園運動にとって、最も偉大
な貢献をした人物として、ピーボディ（Elizabeth
 
Palmer Peabody, 1804-1894）を挙げることができ
る。彼女の妹メアリ（Mary Mann）は、アメリカの
偉大な教育行政家ホレース・マン（Horace Mann,
1796-1859）の夫人であり、彼女は早くからマンの感
化も受けて、彼の教育運動に対して関心を持ってい
た。1860年に彼女は、アメリカ最初の英語会話幼稚
園をボストン市ピンクニー通りの彼女の私宅に開設
した???。
彼女は、1867年にドイツのハンブルクに赴いて、
フレーベル未亡人ルイゼ（Louise Fro?bel, 1815-
1900）について直接指導を受け、フレーベルの教育
方法を学んだ。1868年に帰国し、それ以後、彼女は
フレーベル主義の普及のために定期刊行物を発行し
たり、数多くの著作や論文を著わし、あるいは教授
や講演を通して、アメリカにおける幼稚園教育運動
の先駆的な伝道者としての役割を果たした。
ピーボディに次いで、その役割が大きかったのは、
クリーゲ夫人（Matilda H.Kriege,1820-1899）、クラ
ウス＝ベルテ夫人（Maria Kraus-Boelte, 1836-
1918）、マーウェデル女史（Emma Jacobina Chris-
tiana Marwedel, 1818-1893）のドイツの三婦人で
あった。
クリーゲはベルリンのマーレンホルツ＝ビュー
ロー夫人の幼稚園女教員養成所で教育を受け、1867
年、幼稚園の教育方法をアメリカに伝えるためにそ
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の娘アルマとともにニューヨークへやって来た。翌
年、ピーボディの妹マン夫人の要請により、クリー
ゲは娘とともにボストンのピーボディ女史の幼稚園
女教員養成所の指導に当たった???。これはアメリカ
における最初の英語によるフレーベル主義の幼稚園
女教員養成学校であった。
クラウス＝ベルテは、ハンブルクでフレーベル未
亡人ルイーゼの指導を受け、イギリスにおける幼稚
園の創設者であるロンゲ夫妻の帰独後、その幼稚園
の指導を引き受け、1862年のロンドンの国際博覧会
には幼稚園教材等の展示に尽力したが、1872年、ハ
イネス女史の招きでアメリカに渡り、1873年ニュー
ヨークのハイネス女史の私立学校に幼稚園および幼
稚園女教員養成所を付設し、その指導に当たっ
た???。この養成所の最初の生徒の一人が、後に述べ
るブロウであった。
マーウェデルは、1870年、ピーボディの招きで来
米し、ロングアイランドのブレンウッドに女子産業
学校を設立し、1872年にはワシントンに同様の学校
と幼稚園および幼稚園女教員養成学校を設立し
た???。その後、1876年、彼女はロスアンジェルスに
移り、C・M・セベランス夫人の支援を得て幼稚園お
よび幼稚園女教員養成所を開いた。
ところで、1876年のアメリカ独立百年を記念する
フィラデルフィア万国博覧会は、アメリカの幼稚園
運動の発展において重要な契機となった???。この博
覧会における大成功は、幼稚園関係者に、この後に
開かれる博覧会を幼稚園の原理の一般的な理解と普
及を図る好機として力を入れさせることになる。こ
うした諸種の博覧会を一つの契機にして、幼稚園は
全米に浸透し、発展していった。もちろん、これら
の幼稚園はすべて英語幼稚園であった。
また、この時期に、フレーベル主義者や幼稚園関
係者の団体が発足した。サンフランシスコ公立幼稚
園協会、ゴールデンゲート幼稚園協会などが設立さ
れた。また、1894年開催されたシカゴにおける母親
会議が 1897年全米母親会議へ発展し、幼稚園の発展
に寄与した。
キリスト教の教会がその福音宣教という使命を果
たすための宗教教育あるいは伝道事業の中で、貧民
救済的、社会改良的性格を持つ慈善幼稚園の教育を、
教会の事業の中に取り入れて実践していくようにな
る???。1877年、アメリカ最初の教会立幼稚園がオハ
イオ州トレドの三位一体教会によって設けられ、翌
年、牧師 R・ヒーバー・ニュートンの指導の下にア
ンソン記念教会が設立した幼稚園がそれに続いた。
それ以来、教会および信徒団によって幼稚園が設け
られた。さらに、教会の幼稚園事業は国内に限られ
ることなく、伝道事業の一環としてトルコ、中国、
日本などのアジアにも拡大された。
さて、幼稚園を推進する団体および組織は、やが
て横の連携を作り出す。その最初のものが、1877年
ボストンにおいてピーボディを中心に結成されたア
メリカ・フレーベル連合である???。1884年、すでに
12年まえ（1872年）に結成されていた全米教育協会
のマジソン大会において、幼稚園部を設けることが
決定され、翌年、それはヘイルマンをその長として
発足することになった???。アメリカ・フレーベル連
合もこれに発展・解消することになった。
1892年、サラトガで開かれた全米教育協会の第 32
回年次大会において、国際幼稚園連合が作られるこ
とになった???。やがて、幼稚園関係者は、全米教育
協会幼稚園部よりも、彼らの利害を直接代弁する彼
らだけの独立団体としてこの連合に結集し、力を入
れてゆく。
アメリカ最初の公立幼稚園は、1870年、ピーボ
ディの影響によってボストンに生まれたが、アメリ
カ公立幼稚園史において最も注目されるのは、セン
トルイスの公立幼稚園である。ヘーゲル哲学を信奉
し、セントルイス哲学協会の創立者でもあったハリ
ス（William Torrey Harris,1835-1909）は、1867年、
セントルイスの教育長に就任し、すでに 1870年、教
育委員会に対し、学校教育体系の一部として幼稚園
を採用することを勧告した???。この勧告は、1873年、
クラウス＝ベルテ夫人の弟子ブロウ女史（Susan E-
lizabeth Blow,1843-1916）がセントルイスに招かれ
ることによって実現した。
ブロウは、ベルテが 1872年にニューヨークに開設
した幼稚園教員養成学校に入学して、幼児教育の理
論と実際を学んだ。ブロウは、セントルイス市の公
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立学校幼稚園の監督者として実際指導に当たると同
時に、幼稚園教育の教員養成学校をも創設し、幼稚
園教育の実質的な向上発展のために多大の努力と貢
献を捧げた???。ブロウは、フレーベル主義教育原理
に対する最も忠実な理解者であり、積極的な伝道者
として、セントルイス市の 10年間において、フレー
ベル主義の全盛期をもたらした。ブロウは、アメリ
カの公立学校における「幼稚園の母」と呼ばれ、フ
レーベル亡き後の最も偉大な幼児教育者として讃え
られている???。
セントルイスの公立幼稚園の名声は、アメリカ全
土に広がり、アメリカのあらゆる地方から見学者が
訪れ、セントルイスは学校関係者の興味の中心と
なった。その後、ハリスは連邦教育局長として活躍
し、ブロウは保守的フレーベル主義幼稚園のリー
ダーとして多彩な活動を展開する???。
ところで、1900年代に入ると、フレーベル主義幼
稚園は、進歩主義教育の立場から批判されるように
なる。進歩主義教育とは、児童生徒の個性や能力、
直接経験を尊重する立場であり、新教育ともいう。
児童研究運動の創始者であるホール（Granville
 
Stanley Hall,1844-1924）、アメリカを代表する教育
学者デューイ、デューイの後継者であるキルパト
リック（William Heard Kilpatrick,1871-1965）は、
フレーベルが子どもの自己活動を尊重する点は、評
価しつつも、共通する点として、フレーベルの神秘
主義思想、恩物の体系や順序を厳しく批判した。ま
た、同じ頃モンテッソーリ主義がアメリカへ入って
きて、一時期流行した。しかし、モンテッソーリ主
義は、キルパトリックを中心とする進歩主義幼稚園
の勢力から厳しく批判され、その流行は一時的なも
のに終わった???。
こうしてアメリカでは、保守的フレーベル主義幼
稚園は退潮し、進歩主義幼稚園が登場した。1913年
前後のモンテッソーリ主義のブームも、進歩主義が
保守主義に対して勝利することに貢献する以外のも
のではなかった。「しかし、進歩主義幼稚園はフレー
ベル主義幼稚園がアメリカではたした歴史的役割を
高く評価した。また、それはフレーベルそのものを
否定するものではなかった。それは、アメリカの民
主主義社会にふさわしく幼稚園を改造することこ
そ、フレーベルの精神にしたがうものであることを
力説した。」???
４．わが国におけるフレーベル主義幼稚園の
展開
わが国では、江戸時代にすでに幼児教育の思想や
その施設の提唱が見られるが、幼児のための保育機
関が制度化されたのは、明治維新以降である。1872
（明治 5）年の「学制」の中に幼児教育機関について
の規定が見られる???。
わが国最初の本格的な幼稚園は、1875（明治 8）年
にわが国最初の女子教員養成学校として設立された
東京女子師範学校の附属幼稚園として、1876（明治
9）年に創設された。東京女子師範学校附属幼稚園は、
欧米を歴訪して幼稚園の有用性を認めた文部大輔田
中不二麻呂および東京女子師範学校摂理（校長）中
村正直の尽力によって創設され、わが国最初のフ
レーベル主義の幼稚園として開園され、幼稚園教育
の基となった。初代監事（園長）には、東京女子師
範学校で英語教師を勤めていた関信三、主席保母に
はドイツでフレーベル流の保育法を学んだ松野クラ
ラが就任し、欧米のフレーベル主義幼稚園の方法に
依拠して恩物中心の保育を行なった。
附属幼稚園の開設には、三つの目的、すなわち、
第一に幼稚園の模範を示す、第二に教育の発展を図
る、第三に女子師範学校生徒の実習に資するという
目的があったようである???。教育内容は、松野クラ
ラの英語による説明を関信三や初代保母の豊田芙
雄、中村正直の娘たか子などが訳して実践してい
る???。この幼稚園で実施された教育項目は、物品科、
美麗科、知識科の三科目に分けられていた???。
フレーベルが開発した遊具が導入され、ここでは
それが二十種の恩物、すなわち積木遊びとして保母
の指示によって行なわれた。この二十恩物は、フレー
ベルの恩物体系そのものではないと指摘されてい
る。すなわち、「関のあげる二十恩物はウィーブの『子
ども時代の楽園』およびシュタイガー社製造の遊具
の種類・順序と完全に一致しており、関による二十
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恩物の紹介は、1870年代のアメリカ同様、ウィーブ
やシュタイガー社製造の『二十遊具』（twenty gifts）
の影響を色濃く受けたものであったことがわかるの
である。」???また、フレーベルが製作した遊具の名
称を「恩物」と翻訳したのは関信三でないかと言わ
れている???。明治 10年代以降、この附属幼稚園にな
らって各地に幼稚園が設立され始めるが、恩物中心
の保育形態はそれらの幼稚園にも大きな影響を与え
た。
ところで、明治 10年代、1876年前後からプロテス
タント系教会の婦人宣教師たちが伝道目的の女学校
を設立し、そこに幼稚園を附設し、恩物教育を実践
し始めていた。だが、彼女たちは恩物の使用のみな
らず、フレーベル教育の真髄としてその思想や理論
をわが国に熱心に紹介した???。
1887（明治 20）年、札幌においてミッションボー
ドの反対を押し切って独力で女塾（後の北星女学校）
を開設したサラ・C・スミス（Salah C.Smith）は、
その 2年後には「スミス女学校」の認可とミッショ
ンボードの資金をも得て運営を軌道に乗せた???。
1894（明治 27）年、スミスを支援するために派遣さ
れたクララ・H・ロース（Klara H.Rose）は、北星
に赴任したものの、その翌年には隣りの町、小樽に
静修女学校を開設した???。
1887（明治 20）年、米国婦人伝道協会から派遣さ
れて神戸教会に赴任したハウ（Annie Lyon Howe）
は、すぐに幼稚園の設立計画に着手し、また市内の
幼稚園などで保育学を講義した。その 2年後には神
戸に頌栄保母傅習所と付属幼稚園を創設した???。ハ
ウは、フレーベル教育論や恩物法を教える一方で、
フレーベル関係書を精力的に英文から和訳してい
る。ハウ自身の最初の著書は、1893（明治 26）年の
『保育学初歩』である???。これは、保母伝習所のテ
キストで、フレーベルの恩物法の解説書である。
主に日本で幼児教育に携わる婦人宣教師は、1906
（明治 39）年に各プロテスタント・キリスト教会合
同の超教派的組織“Japan Kindergarten Union”（日
本幼稚園連盟）を発足させた???。東京保母伝習所の
ロールマン（E.L.Rolman）が提案し、ハウが初代会
長となった。
さて、1892（明治 25）年には、東京女子師範学校
附属幼稚園に分室が開設され、貧児のために一日 6、
7時間の無料保育を実施し、貧民や労働者子弟のた
めの簡易幼稚園のモデルを提示した???。そこでの一
日の保育時間は、平日は午前 8時から午後 2時まで
（土曜日は正午まで）で、本園よりも長時間となっ
ている???。本園では、当初の一日の保育時間は、4時
間であり、季節によって始めと終わりは幾分の差は
あったが、大方は、午前 10時頃から午後 2時までで
あったようである???。
東京女子師範学校に、1878（明治 11）年に保母練
習科が設置され、全国各地の幼稚園開園のために保
母の養成がなされた。同校は、1885（明治 18）年 8
月、東京師範学校女子部となり、1890（明治 23）年
3月東京女子高等師範学校となった。
1896（明治 29）年に発足した、東京女子高等師範
学校附属幼稚園に事務局を置くフレーベル会（会長
は東京女子高等師範学校校長）は、幼稚園が、小学
校以上の学校と比較して、制度上明確な位置づけを
得ていないとし、幼稚園のための教育令を制定する
よう、文部大臣に対して建議した???。1899（明治 32）
年、わが国最初の幼稚園の施設設備、保育内容、保
育時間など幼稚園の基本的な事柄を定めた国の規定
「幼稚園保育及設備規程」が制定された???。
1900（明治 33）年、小学校令が改正され、幼稚園
は、小学校に附属して設置できるようになった???。
しかし、幼稚園の普及は依然として低迷していた。
ところで、東京女子高等師範学校助教授であり、
1907（明治 40）年に附属幼稚園主事となった和田実
（1876-1954）は、一般の家庭の子どもにも幼稚園が
必要であると主張し、遊戯を中心とする幼児教育の
体系を明らかにした???。和田実の後を継いで、東京
女子高等師範学校附属幼稚園の主事となった倉橋惣
三（1882-1955）の保育思想には、幼稚園における子
どもの集団のもつ教育の独自性をふまえ、遊戯論を
基礎に一元的に論理を展開しようとする姿勢を見る
ことができる???。「相互主義」ということで、幼稚園
での集団保育の内容をとらえ、そのことにおいて「自
発的生活」が保障されるものと倉橋は考えた。
さて、わが国の託児所が誕生するのは、明治 20年
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代から 30年代にかけてである。農民が都市へと流れ
込み、そうした労働者大衆を対象として託児所が作
られた。その典型が、1900（明治 33）年設立の二葉
幼稚園（大正 4年に二葉保育園と名称を変更）で、
その設立趣意書は、託児所思想の出発点を明らかに
している。二葉幼稚園は、フレーベルの本来の精神
に立ち返り、不幸な子どもたちをして「良き境遇に
おき教育を施」すことを目指して発足する???。昭和
期に入ると託児所は急速に発達している。
ところで、わが国で活躍するフレーベル教育の継
承者には、J.K.U.とキリスト教保育連盟の要職を
担った G・キュックリッヒ（Gertrud Elisabeth Ku?ck-
lich,1897-1976）がいる???。彼女は、東京保育女学院、
鐘ヶ淵子供の家、鐘ヶ淵幼稚園を設立し、また向島
教会付属幼稚園の設立を支援している。一方、東洋
英和女学院幼稚園保育師範科などで保育学を教えた
が、これらの授業では『母の歌と愛撫の歌』や『人
間の教育』などを講義し、フレーベルの教育精神を
生徒に伝えている。
マーガレット・クック（Margaret M.Cook）は、
1904（明治 37）年、広島の英和女学校（1906年に広
島女学校に改名）の保母養成科と付属幼稚園教師と
して赴任してきた???。その 3年前に着任していたマ
コーレ （ーF.McCauley）とともに、彼女はアメリカ
の進歩主義教育を受けてきた宣教師でもあった。
クックは、広島時代に J.K.U.の副会長になるが、
1921（大正 10）年にはランバス女学院に移籍し、こ
の時代に会長を 2期努めた。
アルウィン（Sophia Arabella Irwin,1883-1957）
は、1916（大正 5）年に、東京麴町に玉成保姆養成所
と付属幼稚園を設立した???。彼女は、宣教活動の一
環としてではなく、一般的キリスト教徒の信念に
よって保育者養成や幼稚園の実践を展開した。彼女
は、フレーベルの思想と遊具を教育の中心に据え、
その上でアメリカ進歩主義教育者による遊具やモン
テッソーリ教育法を導入した。彼女は、「玉
ぎょく
成
せい
」と
いう自らの施設名をフレーベルの恩物から名づけた
ほどにフレーベル教育に心中を傾け、研鑽を積んで
きた。
1910年代、すなわち大正初期は、民主主義の思想
が発展する時期であった。欧米の新教育運動、児童
中心主義の教育思想が移入された。1922（大正 11）
年には、わが国の 8名の新教育思想が『八大教育主
張』として刊行された。
アメリカでは、進歩主義教育の起こりと相まって、
1880年頃から、フレーベル主義への批判が高まって
きた。スタンレ ・ーホール、デューイ、キルパトリッ
クらは、フレーベルにおける子ども観、発達観、自
己活動の尊重などを高く評価する反面、神秘主義思
想と恩物体系を批判した。
倉橋惣三は、「フレーベル主義新釈」や『フレーベ
ル』において、フレーベルの幼稚園教育学を評価す
る一方、独自のフレーベル解釈を示している。倉橋
は、フレーベルは瞑想癖があり、瞑想的な性質であっ
たとする。つまりフレーベルは、物事を難しく考え
る性質であった。したがってフレーベルの教育学は、
いわゆる象徴主義と論理主義に特徴がある。それゆ
えフレーベルの恩物は、統一的な法則性を有する「系
列玩具」???なのである。しかし倉橋は、そうした恩
物の法則性を批判的に見ている。倉橋は、フレーベ
ルの遊具を恩物としてではなく、単なる玩具として
使用すべきであると主張する???。
倉橋たちの長年に亘る幼稚園教育の実践と運動の
総決算として、1926（大正 15）年 4月 22日に、念願
の「幼稚園令」が、文部省により、わが国最初の幼
稚園に関する単独の勅令として、制定された???。沢
柳政太郎や野口援太郎などの大正新教育の唱導者た
ちの支援もあって、幼稚園の政令化運動はここに結
実した。「こうしてみると、これまでの上流・富裕階
層から一般の家庭層における幼児の教育と保護を目
ざすこの『幼稚園令』は、新教育の保育観を反映し
たものであった。」???
倉橋が児童保護の観点をも含めて幼稚園を捉えた
のは、東京女子師範学校附属幼稚園に託児所的な「分
室」が設置されていたこと、貧民幼稚園の実践者で
ある二葉幼稚園の野口幽香や神戸幼稚園の望月くに
などに感化され共鳴していた事情もある???。1930年
代に入り、国家主義体制が強化されてくると、次第
に倉橋の主張も変質していった。「倉橋は戦時下にお
ける家庭教育振興運動の推進役であったが、その根
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底には天皇制の『国家社会全体の機能』があった」???
ともいわれる。
昭和前期のフレーベル研究の代表的な著作には、
後藤真造の著書『教育者としてのフレーベル研究』
（1930（昭和 5）年）と小川正行の著書『フレーベル
の生涯及思想』（1932（昭和 7）年）がある???。
長田新（1887-1961）は、初代日本教育学会会長を
務め、主として西洋哲学史、教育哲学、ペスタロッ
チー教育学、そして平和学を研究領域としていたが、
またフレーベル研究者でもあった???。長田のフレー
ベルに関する業績としては、『児童神性論』（1924（大
正 13）年）に始まり、『フレーベル自伝』（1937（昭
和 12）年）がある。
長田の教育史学の全体を貫いていたものは、英米
の文献を通してフレーベルを理解することではな
く、ドイツ語の原典に依拠したフレーベルの「真精
神」の理解への接近にある???。この研究方法は、荘
司雅子に継承され、彼女は、『フレーベルの教育学』
や『フレーベル研究』を著わし、その後のわが国の
フレーベル研究は、彼女の研究に触発されて発展し
ていくことになる。
む す び
本稿で考察してきたように、フレーベル主義幼稚
園は、ドイツ、イギリス、アメリカ、わが国におい
て、それぞれ独自に発展していった。フレーベルの
神秘主義思想や恩物体系は、難解なため、必ずしも
十分に理解されなかったように見受けられるが、フ
レーベルの幼稚園教育学における子どもの自己活動
や遊戯を尊重し、家庭生活を支援しようとする理念
や、保育者・幼児教育の指導者の養成という課題も、
各国の実情に合った形で展開していったことがわか
る。こうした時代の変遷を経ても、今日世界中に広
く流布している幼稚園の起源が、フレーベルの幼稚
園にあることが明らかになるのである。
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